
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

工法 製品 材料 機械 システム

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学 ）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無　※分類の詳細は（その８）参照

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要※ホームページでの検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？（新規性についてではない）

②従来はどのような技術で対応していたか？（従来の技術についてのみ記載する。新技術との比較ではない）

③公共工事のどこに適用できるか？

Tel

Fax

農業用排水路のメンテナンス工事や水替作業を省力化する仮設組立水路。水路の接続箇所を工夫した
ことにより流水環境下での組立てが可能。また、災害時(主に水害)の復旧作業にも利用可能です。

daisuke-hoshi@kkl.co.jp

http://www.kkl.co.jp/

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

北日本建材リース株式会社

経営企画部

星　大輔

025-255-3892

安全・安心

仮水路工、仮設水路工、水替工、組立水路、レンタル、仮設水路、
メンテナンス、省力化、農業用排水路、流水環境、災害復旧

北日本建材リース株式会社

リサイクル

環境

景観公共工事の品質確保・向上

2019D101

2019.8.19

2018年10月

技術名称

商標名等

水替作業を省力化する仮設組立水路

Ｒｅ～スイロ

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

分　野

コスト縮減・生産性の向上

農業用排水路等のメンテナンス工事を行うにあたり、水の切り回しが簡単に行える仮設水路。

従来は、土嚢や、コルゲートフリューム、ポリエチレン管などを使用して対応していた。

工事の仮排水路や災害時(主に水害)の際などにも適用できる。
特に農業用排水路等のメンテナンス工事の仮排水路に有効だと考える。

会社名

担当部署

担当者

住　所 新潟市北区太郎代1572番地9

025-255-3894

mailto:daisuke-hoshi@kkl.co.jp
http://www.kkl.co.jp/


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果（～が～になる。～を～にすることができる。）

③アピールポイント

適用条件

適用範囲

留意事項

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
　　特に無し。

④その他
　完全止水が必要な場合、漏水箇所に止水パッキングを取付ける。

①設計時
　車両による荷重、上載荷重、側面に大きな側圧が加わることが想定される場合には、その荷重が加わ
らないよう別途検討を行う必要がある。

②施工時
　吊り上げる際には、つり荷の落下等の災害に留意する。

③維持管理時
　止水パッキングは、雨水の当たらない場所に保管する。

・ツメ(下がり止め)があることで、流水環境下での組立が可能となる。
・煽りファスナーがあることで連結時の手間を削減し、施工時間を短縮することができる。
・ガイドを設けたことで組立水路を重ねた際の横ズレを防ぎ、荷崩れを抑えることができる。

水替作業の省力化を図ることができる仮設組立水路。災害時(主に水害)の復旧作業にも利用可能。

②特に効果の高い適用範囲
　　既存水路等の流水環境下での水の切り回し。

③適用できない範囲
　　設置幅が700mm未満。縦断勾配の変化が大きい箇所。

技術名称 水替作業を省力化する仮設組立水路 2019D101

・『ツメ（下がり止め）』を設けたことにより、連結作業時の水平レベルを容易に合わせることができる。
・『煽りファスナー』を設けたことにより、連結作業時の仮留めが容易に行える。
・『歪み防止の補強バー』にガイドを設けたことにより、組立水路を安全に4段まで重ねて運搬が可能。

③技術提供可能地域
　　全国。

①適用可能な範囲
　　設置幅が700mm以上。水深300mmの流水環境下で組立実証済。

④関係法令等
　　特に無し。

①自然条件
　　接地面が整地されている。

②現場条件
　　ユニック車両等で組立水路の積卸しが可能な現場。



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( %） 同程度 低下 ( 78 %）

短縮 ( 35 %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳 (ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ除く)

●従来技術の内訳 (ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ除く)

新技術は、従来技術と工程で比較し、35％の短縮が図れる。

1日あたりの施工量は、従来技術50(m/日)に対し、新技術は75(m/日)と

1.5倍の施工が可能となる。

土木工事積算基準書(仮設積卸し費)3,000 27,000積込み・取卸し費 往復 9 t

新潟県労務単価(H31.3)

撤去費 -

取付費 - 10 m 35,900 359,000

計

接続箇所の工夫により時間短縮

安全性

施工性

周辺環境への影響

流水環境下で組立可能

2019D101

100mあたり

比較の根拠活用の効果

1ヵ月(30日)レンタルした場合との比較

比較する従来技術 コルゲートフリューム(700×700)

項目

経済性

工　程

基準数量

新技術（A）

- 単位

技術名称 水替作業を省力化する仮設組立水路

品　質

1.3日

従来技術（B) 変化値A/B（％）

694,020円

2.0日

178%

65%

直線部(長さ3000mm) 34 基 18,000 612,000

経済性

工　　程

1,235,320円

項　　目 仕　　様 数量

27,000

10 m

450

単位
単価
(円)

金額
(円)

117,600

自社単価個

取付費 - 10 m

ﾎﾞﾙﾄ

あたり100m基準数量：

5,880 58,800 新潟県労務単価(H31.3)

1基レンタル料18,000円(月あたり)

60

摘　　　要

新潟県労務単価(H31.3)

700×700(長さ1020mm) 100 基 1,320

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

土木工事積算基準書(基本運賃表)

11,760

基準数量：

10 m

摘　　　要
金額
(円)

100m あたり

1,235,320

132,000 土木工事積算基準書（損料率10%）

新潟県労務単価(H31.3)

運搬費 50kmまで(往復)

撤去費 -

材料費

計 694,020

4 t 5,880 23,520

材料費

34 基 10,000 340,000

17,950 179,500

返却状況により変動

運搬費 50kmまで(往復) 9 t 5,880 52,920 土木工事積算基準書(基本運賃表)

整備費 -



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

●新技術の内訳 (ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ除く)

施工方法

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

新潟県労務単価(H31.3)取付費 - 10 m 11,760 117,600

　特　許

　実用新案

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

①課題
低平排水地域の水替作業の効率化を図るため製品を開発したが、中山間地等の砂防関連補修工事に
も用途を広げられるように工夫する必要がある。

②計画
縦断勾配にも対応可能な試作品を作成し、実証試験を進めて早期の製品化を図る。

番　　号

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

0

1

0

基準数量： 100m あたり

27,000

直線部(長さ3000mm)

技術名称 水替作業を省力化する仮設組立水路 2019D101

1基レンタル料18,000円(月あたり)

仕　　様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

34
材料費

基 18,000 612,000

項　　目

ﾎﾞﾙﾄ 450 個 60

- 10 m 5,880 58,800 新潟県労務単価(H31.3)

摘　　　要

整備費 - 34 基 10,000 340,000 返却状況により変動

自社単価

撤去費

9 t 3,000

5,880 52,920

27,000 土木工事積算基準書(仮設積卸し費)

計 1,235,320

運搬費 50kmまで(往復) 9 t 土木工事積算基準書(基本運賃表)

積込み・取卸し費 往復



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

【Ｒｅ～スイロ（リースイロ　直線部）】 規格寸法(mm)

【流下能力について】

勾配１/５０の場合において、直線部１基あたりの送水量は毎秒０.８７１m3の流下能力を有する。

【荷崩れ防止】

ガイドがあることにより重ねる際の目印になるだけでなく、荷崩れも防止する。

技術名称 水替作業を省力化する仮設組立水路 2019D101

幅 外径 ： 700 内径 ： 600

材質 鋼製・錆止め塗装

高さ 外径 ： 500 内径 ： 450

長さ 3,000

重量 260kg



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

技術名称 水替作業を省力化する仮設組立水路 2019D101

工　事　名施工時期

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

国土交通省
北陸地方整備
局新潟国道事

務所
2018/12/7 阿賀野バイパスＪＲ跨線橋下部その３工事

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績



様式２

概要説明書（その７）

※登録№

daisuke-
hoshi@kkl.co.jp

025-
255-
3185

Ｅ－mail

新技術提供企業

2019D101

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分

水替作業を省力化する仮設組立水路

代
表

代
表
以
外

星　大輔
新潟市北区太郎代1572番
地9

025-
255-
3894

企業名 担当部署

北日本建
材リース㈱

経営企画部

mailto:hoshi@kkl.co.jp

